
１．入学者選抜の日程

２．本校の募集人員

募集人員のうち、

推薦に基づく選抜 男子バスケットボール 吹奏楽 硬式野球 ソフトボール ラグビー
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７学級

３．本校入学者選抜実施方法

※追検査では、学力検査以外の検査の実施日は令和５年３月９日となります。

追
検
査
※

学力検査 教科 国数英

調査書
教科の評
定の扱い

評定を1倍として扱う教科 国数英

評定を２倍として扱う教科 社理音美体技・家

学力検査　：　調査書 ７　：　３

満点
（1200

点)

学力検査 ７００点

調査書 ３００点

面接 個人　２００点

２０点

第
二
次
募
集

学力検査 教科 国数英

調査書
教科の評
定の扱い

学力検査を実施する教科 １倍

学力検査を実施しない教科 ２倍

学力検査　：　調査書 ６　：　４

満点
1100点

学力検査 ６００点

調査書 ４００点

面接 個人　１００点

評定 活用する 活用する

※硬式野球部は集団面接を行います。

第
一
次
募
集

男女枠緩和 実施する（２割）

学力検査 教科 国数英社理

調査書
教科の評
定の扱い

学力検査を実施する教科 １倍

学力検査を実施しない教科 ２倍

学力検査　：　調査書 ７　：　３

満点
1020点

学力検査 ７００点

調査書 ３００点

ESAT-J結果

満点
（900点)

調査書 ４５０点 ４５０点

個人面接※ ２２５点

合計 ２７８

推
薦
に
基
づ
く
選
抜

一般推薦 文化・スポーツ等特別推薦

調査書
の活用

観点別学習状況の評価 （活用せず）

１８０点

作文 ２２５点 （実施せず）

実技検査 （実施せず） ２７０点

（活用せず）

募集人員
推薦に基づく選抜のうち、文化・スポーツ特別推薦

男子 １４５
２

女子 １３３

検 査 実 施 日 令和５年１月２６日（木） 令和５年２月２１日（火）

合 格 発 表 日 令和５年２月　２日（木） 令和５年３月　１日（水）

入学願書取下げ 　　令和５年２月１３日（月） 　　午前９時 ～ 午後３時
入学願書再提出 　　令和５年２月１４日（火） 　　午前９時 ～ 正午

インターネット
出願入力期間

令和４年１２月２０日（火）から令和５年１月１８日（水）まで 令和４年１２月２０日（火）から令和５年２月 ７日（火）まで

書類提出期間 令和５年　１月１２日（木）から１月１８日（水）まで 令和５年　２月　１日(水）から２月７日（火）

令和５年度東京都立小平西高等学校入学者選抜について
令和４年11月現在

推薦に基づく選抜 学力検査に基づく選抜（第一次募集）

インフルエンザ等罹患者に係る

募集（追検査）

インフルエンザ罹患等により第

一次募集出願者で学力検査を欠

席した者が、措置申請し承認さ

れた者が出願できます。

募集定員２名（募集定数の内

数）詳細は東京都教育委員会か

ら発表される予定です。

※追検査とは、インフルエン
ザ等学校感染症罹患者等に対
する追検査のことをいいます。

応募資格については令和５年度
東京都立学校応募資格審査取扱
要項または令和５年度東京都立
高等学校募集案内を参照してく
ださい。



（令和４年10月東京都立小平西高等学校発表）
1 個人面接
　○ コミュニケーション能力
　○ 思考力 ・ 判断力 ・ 表現力
　○ 協調性･傾聴力
　○ 高校生活や将来に向けた意欲
　○ 規範意識・生活態度

2 作文
　○ テーマに関する理解力･思考力
　○ 自分の意見を的確に述べるための表現力・表記力・構成力

　（令和4年度入学者選抜　推薦に基づく選抜実施）

問題

・　令和２年度 集団討論のテーマ　（参考　今年度も集団討論は実施いたしません。）④　正しい原稿用紙の使い方にそって記述すること。

テーマ①
小平西高校では、話を聞いて理解する力・文章を読んで理解する力の育成にも力を入れています。

1 読書量が少ない。
2 スマートフォンの利用時間が長い。
3 手紙などを書く機会が少ない。
4 その他（自分たちで考えた原因を答えてください。）

テーマ②

テーマ①の討論で選んだ原因について、自分たちでも続けていけると思う改善策を、班でまとめてください。

さて、現在日本ではこのような小中高生の「読解力」の低下が問題となっています。原因として様々なものが考えられますが
一番の原因だと思うものを次の４つのうちから１つ選び、その選んだ理由を答えてください。

参考

・　令和５度入学者選抜 　推薦に基づく選抜 　評価の観点について

・ 令和４年度 作文のテーマ　（検査時間５０分）　　

　　本校のグランドデザインの「育てる人材」の中に、「生涯にわたって学びに向かい続ける人材」というものがあります。これを踏まえて、
次の問題について５００字以上６００字以内で書きなさい。

あなたはどのような興味や好奇心を持って、高校で学ぼうと考えていますか。


